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ミミズクはカメムシ目ミミズク科に属する昆虫で、成虫は２㎝程度の大きさです。前胸部に一対の突起があ

り、これがフクロウの仲間のミミズクの羽角の様に見えることから「ミミズク」と名付けられました。この突起は

雌雄で少し形が異なり、雄の方がいささか小ぶりで真っすぐ上方向き、雌の方は大ぶりで前方へ突出します。

上写真の個体は雌であると思われます。ミミズクの食性は植物性でクヌギなどの樹木の樹液を吸汁します。

一対の耳状突起



●ミミズクの隠蔽擬態

一対の耳状突起
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ミミズクは個体差があるものの、褐色～暗褐色で木肌に同化する体色をしています。木に留まって脚部を折

り畳むと木肌に溶け込んで、木表面の凸部の様に見えます。この様に周辺に溶け込んで敵の目を欺く擬態の事

を「隠蔽擬態」と言います。
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